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第 5 章では，実際に多視点原画を撮影できない場合に，一視点から撮影した 1 枚の画像から多視点原画を生成する
手法を確立し，具体例として，形状が簡単な地球の北半球を選び，この部分を撮影した気象衛星ひまわりからの画像
を用いて，本手法の評価を行っている。





















(4) 実際に多視点原画を撮影できない場合でも，一視点から撮影した 1 枚の画像から多視点原画を生成することに
よるホログラフィックステレオグラム作製法を確立している。
(5) 原画撮影過程の簡略化を被写体の形状が簡単な場合について検討し，被写体を撮影した 1 枚の画像に形状復元
法を適用して 3 次元モデルを作成し，コンビュータグラフィックスの技術を用いて多視点原画を生成する手法
を確立している。
(6) 原画撮影過程の簡略化を被写体の形状が複雑な場合として，人物を選び，被写体の正面輪郭線と側面輪郭線を
用いて近似的な 3 次元人物モデルを作成し，多視点原画の生成を行う手法を確立している。
以上のように，本論文は，ホログラフィックステレオグラムの作製時間の短縮化および 3 次元入力原画のコンビュ
ータによる生成法など，実用化につき多くの新しい知見を含んでおり，光電子工学の発展に寄与するところ大である。
よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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